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東 部 ア ジ ア にお け る火 器 の時 代 ・1390-1683

SunLaichen(中 島 楽 章 訳)

この 数 十 年 に お け る 「新 しい 軍事 史 」 の 興 隆 と とも に 、 ア ジ ア 軍 事 史 に

対 して も しだ い に注 意 が 向 け られ る よ うに な った 。 しか し、 近 世 ヨー ロ ッ

パ の 軍 事 史 に 関 す る膨 大 な研 究 に 比 べ 、 ア ジア の 軍 事 史 、特 に ア ジ ア の 火

器 技 術 の 研 究 は なお 非 常 に少 な い。 日本 ・朝 鮮 ・中 国 ・東 南 ア ジ ア に つ い

て は 、 そ れ ぞ れ 質 の 高 い研 究 が な され て き た が 、 研 究 状 況 は な お きわ め

て 分 散 的 で あ り未 統 合 で あ る。 私 は 東 ア ジ ア にお け る 「火 器 の 時 代 」 で あ

る、1390-1683年 とい う時 期 に 焦 点 を あ て 、 こ う した ギ ャ ッ プ を 埋 め る こ

と を め ざ して い る。

こ こで い う 「火 器 の 時 代 」 と、 ウ ィ リア ム ・マ クニ ー ル がTheAgeof

Ounpomdei一Empires,1450-1800で 名 付 け た 「火 器 帝 国 の 時 代 」 との 相

違 を示 してお くべ きだ ろ う。

第 一 に 、マ クニ ー ル が火 器 革命 と火 器 帝 国 は 最 初 に ヨー ロ ッパ で 生 ま れ 、

つ い で ア ジ ア に 広 が っ た(そ して 明末 ・清 代 の 中 国 の よ うなア ジ ア の火 器

帝 国 の 出現 に つ な が った)と み る の に対 し、 この 研 究 で は 、 そ の ダ イナ ミ

ズ ム は ア ジ ア 、 よ り正 確 に は 中 国 に始 ま り、 世 界 史 上 初 の火 器 帝 国 は 、 ヨ

ー ロ ッパ で は な くア ジ ア に生 まれ た と論 じた い 。 これ らの帝 国 に は 、 明 朝

中 国 だ け で は な く、朝 鮮 王 朝 や 、15世 紀 末 ま で の 黎 朝 初 期 の ヴェ トナ ム(大

越)も 含 ん で い る。

第 二 に 、 「火 器 の 時 代 」 は 、 「火 器 帝 国 の 時 代 」 よ りも 、 か な り広 い 範 囲

を もつ 。 つ ま り前 者 は 、 「火 器 帝 国 」 だ け で は な く、 火 器 技 術 を利 用 した

す べ て の 国 家(大 国 も小 国 も)や 人 々(多 数 も少 数 も)に 論 及す るの で あ

る。 ア ジア の 「火 器 の 時代 」 の もっ 射 程 は よ り広 く、 ア ジ ア 史 に お け る火

器 技 術 の 歴 史 的 役 割 に つ い て よ り十 分 で 明 晰 な叙 述 を行 うこ とが で き よ

う。

第 三 に 、火 器 帝 国 の 時代 を 、 明 末 か ら1800年 以 前 の清 代 を含 む 、1450-1

800年 ま で と定 義 す る こ と に よ り、 マ ク ニ ール は ア ジ ア を ヨー ロ ッパ か ら

見 る 、 な い し 「船 をデ ッキ か ら見 る」 こ とに な り(vanLeurの 表 現)(、)、

ア ジア の火 器 に つ い て もっ と も重 要 な 時 期 を見 落 とす こ とに な った 。 こ の

研 究 で は 、1390-1683年 に 焦 点 を 当 て て 、 東 部 ア ジ ア の 火 器 技 術 に と っ て

も っ とも ダ イ ナ ミ ック な 時 期 を明 らか に して ゆ き た い。

こ の時 期 に は 火器 、特 に銃 砲(小 銃 ・カ ノ ン砲 な ど)が ひ ろ く用 い られ 、



火器原料が採掘 ・交易 ・消費されただけではなく、アジアの火器技術はも

っとも創造的で革新的であった。「火器の時代」が始まった1390年 には、

中国の火器技術はすでに朝鮮や、「北部東南アジア」(近 代の東南アジア大

陸部北半 ・雲南南部 ・東北イン ドを含む ものとする)に 伝播 し、まもなく

鄭和の遠征にともなって、この技術は東南アジア海域部にも拡散 した。ア

ジアにおける中国による最初の火器技術の波は、改良された ヨー ロッパの

火器技術がアジアに広が り、ヨーロッパによる第二の技術波及が始まった、

16世紀初頭まで続いたのである。

第一の波においては、一般的通念 とは異な り、中国の、ない し中国由来

の火器がアジア史において重要な役割をはたした。以下のすべての事項に

おいて、少なくとも部分的には、中国の、および中国由来の銃砲による助

力が関わっていたのである。1368年 の明朝成立。1388年 の明軍によるマオ
・シャン王国の征服。1406-07年 の明朝による大越侵略。1499年 のモ ンゴ

ル(オ イラー ト)に 対する中国側の北京防衛。1471年 のチャンパの首都 ヴ

ィジャヤの陥落。1527年 のシャン族による上部ビルマのアヴァ略奪。1450
-1550年 ごろの中国や朝鮮による倭底の抑制 と封じ込め。全般的な趨勢 と

しては、おおむね大陸アジア(中 国 ・朝鮮 ・東南アジア北部)が 、海洋ア

ジア(日 本 ・台湾 ・チャンパ ・東南アジア海域部)を 押 さえ込み優勢であ

った。1405～1433年 における、鄭和の東南アジア海域部やそれ以遠への遠

征 も、やは りこれによく当てはまる。それは世界最大の農業国家によって

遂行 され、その最先進の火器技術によって支えられていた。

第二のヨーロッパによる火器技術のアジアへの波及(1511-1683年 ごろ)

では、そのインパク トはよりドラマティックであった。ムスリムやヨーロ

ッパ人(特 にポル トガル人 ・オランダ人 ・スペイン人)の 到来とともに、

より多くの勢力がアジアの舞台に現れた。彼 らの先進的な火器技術と宗教

的信念は、アジアにおける戦争を激化させた。 ヨーロッパ人のなかでも、

ポル トガル人がまずアジア人に新たな銃砲を教えた。 日本人や中国人の海

賊による中国 ・朝鮮沿岸の略奪がにわかに激化 したのも、彼 らがヨーロッ

パからの最先端の火器技術を習得 したからであった。実際、1592-98年 の

日本の朝鮮侵略(お よび中国やその他のアジア諸国の征服計画)は 、ポル

トガル式の火縄銃によって勢いづき強力となった倭寇活動が極点に達 した

ものであった。

16世紀に朝鮮の役に深 く関与したため、中国は膨大な火器 を利用せざる

をえなくなった。実際、朝鮮の役の帰結は中国の火器能力によって決まっ

たのである。この戦争の前に、中国は北方辺境 に沿った対モンゴル作戦や、

その他の軍事作戦において、すでに火器を利用 していた。17世 紀なかばの

明朝と満洲の対決においても、両者は火器の製造 と利用に全力をあげた。



最近、黄一農が示 したように、火器は清朝の中国征服をもた らした重大な

要因であった 。その後 も、清朝中国は康煕帝の治世の初期に、北方や西

北砲のモンゴル族 との戦争において、火器を広汎に、効果的に使用 した。

東南沿岸、特に17世 紀の台湾における鄭氏政権の出現は、海上勢力の活力

と強靱 さをよく示 しているが、彼らはヨーロッパの火器技術を(商 業 とと

もに)利 用 し、半世紀にわたって大陸中国と対峙 したのである。

東南アジアにおいても、戦争はかつてないレヴェルに達していた。16世

紀末には、 ビルマが東南アジア大陸部で(タ イ ・ラオス ・明朝中国に対 し

て)一 連の戦争を行い、17世 紀にはポル トガル ・オランダ ・スペイン、お

よびイスラム諸国家が、東南アジア海域部において土地 ・交易 ・宗教をめ

ぐって争い、1627-1672年 に、ヴェ トナムの北部と南部の内戦が続いた(そ

の結果、ヴェ トナムの火器は著名 とな り、ヨーロッパ人が賛嘆しただけで

はなく、中国人も輸入 した)。 ヨー ロッパ人、そしてある程度まではムス

リム(オ スマン帝国)も 、東南アジアに優れた火器だけではなく、「宗教

戦争」をもたらしたことも重要である。 こうした宗教戦争は、近世ヨーロ

ッパの特徴であったが、アジアでは目新 しいものであり、この時期のアジ

アにおける戦争の、 ヨーロッパ との類似性 をもたらした。キリス ト教徒と

ムスリムとの戦場は東南アジアにも広がった。さらに、17世 紀にムガール

帝国がついにアッサムを征服 したことを加 えることもできるだろ う。

この時期における全体的趨勢 としては、海域アジア(低 地 ビルマ ・アユ

タヤ ・コーチシナ ・南ヴェ トナム ・台湾 ・日本、ポル トガル ・オランダ ・

スペイン、およびおそらくムガールにも代表 される東南アジア海域部)が 、

大陸アジア(ア ッサム ・北ヴェ トナムを含む東南アジア北部 ・明清中国 ・

朝鮮)に 挑戦 し、第一の時期の趨勢を逆転 させていた。技術、ここでは火

器技術が、歴史を決定づけた とはいわず とも、大きく影響を与えていたの

である。

16世 紀末から17世 紀の大部分にかけての戦争の頻度に関する統計は

今後の編纂を待ちたいが、暫定的にこの時期を、アジア史を近世ヨーロッ

パ史にきわめて相似 させた、「東部アジアにおける戦国時代」 として論 じ

ることができるだろう。おそらく後にも先にも、東部アジアの国家や人々

の生活において戦争が重大な部分を占め、東部アジアがかくも頻繁な戦い

に明け暮れたことはなかった。

ヨーロッパにおいては、17世 紀は もっとも交戦が多い世紀であ り、「兵

士の世紀」であった 。その結果、戦争はますます長期にわたる現象とみ

なされ、「歴史の一般的なテーマ と論点は戦争であった 。 この ことは

同じく興味深いことに、17世紀の東部アジア、特に中国(お よび日本)に

もあてはまる。たとえば、17世紀の中国において、学者 どうしが 「兵事に



ついて語ること」(談 兵)は 、一般的な文化現象であったω。 さらに、彼

らの多くは戦争について記述 し論議 した。かくして16世紀末から17世紀初

期(お よそ1550-1640年)の 中国では、兵書編纂が最高潮を迎えたのであ

る 。

東南アジアか ら台湾 ・日本 ・中国にかけて、この時期に火器技術の導入

と改良がもっとも進んだのは、まさにヨーロッパ と同じよ うな、東部アジ

アにおける絶え間ない戦争のためであった。また1390年 代か ら1683年 まで、

軍需物資(硝 石 ・硫黄 ・銃砲用金属など)の 活発で広汎な交易がアジア全

域で行われたことも注目すべきである 。

1680年 代までには、東部アジア全体で(南 アジアや西アジアを含むアジ

ア全域でも)、火器技術は停滞 し、衰退していったようだ。

朝鮮では、17世紀初頭から大規模な戦争がなかったため、火器技術は総

じて急激に衰退 した。おおむね同じ時期に、日本における銃砲の製造 と使

用も劇的に減少 した。 日本の火器技術の退歩は、1776年 における実見者の

観察記録にも示 されている。 「この国では大砲は通常兵器ではない。長崎

では衛兵が以前ポル トガルから獲得 した若干の大砲を備 えているが、それ

らは礼砲 として使われることはない。実際、それ らはめったに発射 されな

い。 日本人はその正しい使用法をほとんど、あるいはまったく知 らない。

彼 らが長崎で、通常7年 間に一度それ らを発砲する時には、砲手は長いさ

おを持って、そこに火縄を取 り付け、こうした用心に違わぬよう、時には

大砲から目をそむけて着火する」 。

中国でもまた、17世 紀末か ら、特に1683年 に台湾を征服 してか らは、火

器技術の最盛期は過ぎ去って しまったよ うだ。平和がは じまり、停滞がつ

づいた。18世 紀(乾 隆年間)に は、いくつもの広範囲な戦争があったのだ

が、中国の火器技術のレヴェルは低 く(清 朝盛期でさえ、 ビルマや ヴェ ト

ナムに、彼 らの優れた銃砲によって負か されてしまった)、火器の数量は

かなり少なかった。

さらに清朝は最初期か ら、宋朝や明朝が硫黄を日本 ・琉球 ・東南アジア

から輸入 していたのと違って、火器製造には主として黄鉄鉱から誘導され

た国内産の硫黄(炭 坑で採れる)に 頼っていた。硫黄は玉門 ・太原 ・雲南

などで製造 され、内燃の産出量は100-200ト ンであった 。清朝は台湾で

の硫黄生産も独占した。たとえば、1696年 に福州の武器製造所に火災があ

り、50万 両の硝石 ・硫黄 ・火薬が焼失した際には、硫黄採掘のため官僚が

台湾に派遣された 。海外からの硫黄の交易や貢納はごくわずかで、琉球

だけが1748年 に12,600斤 を送っている。東アジア ・東南アジア全体を見て

も、硝石 ・硫黄 ・銅(銃 製造用)の 、大規模で活発な対外貿易の時代は過



ぎ去ってしまった。

ヴェ トナムでは、特に15世 紀(大 越の拡張期)と 、17世紀(南 北ヴェ ト

ナムの対戦期)に 、火器技術の活力が高かった。 ヴェ トナムの銃砲 を見聞

したヨーロッパ人はみな、彼 らの銃砲操作の技術に強い印象を受けた。 し

かし、内戦が終わると、それらはみな退歩 して しまった。あるヨーロッパ

人は、1714年 にイン ドシナ人は難破船か ら引き上げられた銃の操作を知 ら

なかった と記 している,。

東南アジア海域部でも、1680年 代までにオランダの独 占状態が決定的に

なると、ヨー ロッパ人どうしの激 しい戦闘は劇的に減少 していった(1、)。オ

ランダはその前に鄭氏政権によって台湾を追われ、そこでの硫黄交易も幕

を閉じた。1660年 ごろには、彼 らはイン ドの火器工場も自発的に閉鎖 して

しまった。二つの著名なポル トガルのアジアでの銃製造所と火器の集散地

(マカオとゴアにあった)も 、1680年 代には閉鎖された。それ以後、重要

な推進力であったアジアにおけるヨーロッパ式火器技術は、劇的に衰退 し

ていった。

利用 しうる考古学的発見もまた、「火器の時代」をめぐる仮説を裏付け

ている。たとえば、中国では多くの明代の銃砲が発見されているが、それ

らは清代のものよりもずっと大型である。このことは明らかにに 日本の事

例でも共通 してお り、朝鮮についても同様に違いない。筆者はこの点につ

いて詳 しい統計を取 りたいと思っている。

私の研究では、大量の一次史料を利用 しうる 「東部アジア」に焦点をあ

てるが、さらには地理的範囲を超えて南アジアや西アジアにも比較史的な

見地か ら視野を広げたい。東アジア ・東南アジアから他のアジア地域へ と

視野を広げてみれば、長く続いたオスマン帝国とヨーロッパ との対決が、

1683年 に後者の優位へと転 じたことは、まったく偶然であるとはいえ、き

わめて注目される。この年から、オスマン帝国はかつてのようにヨーロッ

パ と対等に戦 うことはできなくなった 。

東部アジアにおける火器の使用は、「火器の時代」以降も続いたが、も

っともダイナ ミックで革新的な時代は過ぎ去って しまった 。18世 紀のア

ジアでは、また別の商業の高潮(ア ンソニー ・リー ドのい う「中国の世紀」)

が始まったが、火器技術や火器原料の交易の高まりがそれ とともに起きる

ことはなかった。そ して火器技術に示された軍事的停滞は、アジアの運命

に深刻な結果をもたらす ことになる。

東部アジアにおける 「火器の時代」の研究は、多方面にわた り斬新な貢

献をなしうるだろ う。第一に、アジアの火器技術についての詳細なモノグ



ラフはいまだ書かれておらず、この研究が最初のものとなる。それはアジ

アの、さらに世界の軍事史に重要な貢献となるに違いない。

第二に、アジアの異なる地区(西 アジア ・南アジア、そして特に東アジ

アと東南アジア)に 関する歴史はなお分散的であり個別化 されていて、こ

うした状況を変えようとする努力も不十分である。本研究は東部ユーラシ

アを一つの地域的な視野からとらえ、火器技術という共通の糸からアジァ

史を織 り上げ統合 しようとする試みである。

第三に、理論的に 「軍事史」は 「ヨーロッパ軍事史」ではあ りえず、今

や 「世界軍事史」 となりつつあるが、実際にはなお ヨーロッパ中心主義的

である。カルロ ・M・ チポラ、ジェフリー ・パーカー、ウィリアム ・マク

ニールらは、いずれも優秀なヨーロッパの火器技術が、1450年 以降の 「西

洋の勃興」をもた らし、「火器帝国の時代」におけるアジアの火器帝国は、

ヨーロッパの銃砲の伝来によって生まれたと説いている。 これらの研究で

は、中国は銃砲を発明したものの、それをほとん ど実用化せず、ヨーロッ

パ人がそれらを改良してから、中国人や他のアジア人もそれ らを効果的に

利用するようになり、それによって歴史が変わったと説いている。本研究

では、一方ではアジアの火器技術を、アジアを中心とする(ア ジア中心主

義とい う意味ではなく)視 野から検証し、ヨーロッパを中心としてはみな

い(し かしヨーロッパの役割が重要でなかった とい うのではない)。 もう
一方では、世界史的な視野から、アジアの軍事史を世界軍事史へと統合 し

たい。その焦点は東アジアと東南アジアではあるが、南アジアや西アジァ

にも適切な考慮をはらう。それによって、「軍事史」を真に世界史的なも

のとすることを望み うるだろう。

第四に、この研究では技術 と歴史的 ・政治的変化 との相関関係について

いっそ うの光を当てる。技術、ここでは火器技術の変化が、近世アジアの

歴史的 ・政治的変化に劇的に影響したことを示 したい。実際、こうした変

化 を理解するためには、軍事史的視野を導入すべきである。ジョン ・A・

ルーンが指摘するよ うに、「17世紀のヨーロッパ史を戦争と軍事制度の影

響抜きに考察することは、音楽を聴かずにダンスしようとするようなもの

だ」 。 このことは 「ヨー ロッパ」とい う語を 「アジア」に置きかえるだ

けで、アジアについても等 しくあてはまる。 「新 しい軍事史」学派が主張

するように、これまで通常は強調されてきた、黄金(経 済)や 神(宗 教)

のような社会経済的 ・宗教的な力にくわえ、銃(暴 力/強 制的力/戦 争)

も歴史変化のもう一つの重要な変数として取 り上げなければならない(18)。

この意味で、本研究はヨーロッパ史に由来する 「新 しい軍事史」の、アジ

アの地に対する最初の本格的で掘 り下げた試みであ り、「新 しい軍事史」

の地平を広げることが期待できる。



第五に、この研究はアジア経済史にも新たな貢献をなしうる。火器の誕

生、特に火器革命をめぐる経済的な関わ り(採 鉱 ・交易 ・火薬や武器の製

造などを含む)に ついて、特に欧米の研究では、アジアのことはほとん ど

論 じられていない。アジアの学界では、小葉田淳による日本一朝鮮間の硫

黄 ・銅貿易に関する先駆的業績 、や、より最近では台湾の硫黄貿易にっい

ての呉奇螂の修士論文2Gの ような若干の研究がある。以下の理由から、こ

の点に関 してはいっそ うの研究が必要とされる。まず、近世のアジア交易

については何千 もの論考があるのに、火器革命 と商業についての有用な研

究はごく少ない。学界における主要な関心は、なお香辛料 ・織物 ・磁器 ・

茶 ・米 ・金属などに向けられている。第二に、小葉田や呉の研究はある問

題 ・ある時期 ・ある地域に焦点をあてている。 この問題 をいっそ う理解す

るためには、より包括的で詳 しい研究がぜひとも必要である。第三に、商

業 と火器原料 とを連関させることにより、リー ドの影響力ある 「交易の時

代」 というテーゼに、さらなる変数を加えることができる。

第六に、この研究ではアジア史や世界史における、いくつかの重要な問

題をめぐる議論に加わることになる。そこには 「軍事革命」・「西洋の勃興」

とい う概念や、アジアが先進的なヨー ロッパ式火器技術を発達 させること

に失敗 した問題などが含まれる。たとえば、なぜ中国や、世界の他の非 ヨ
ー ロッパ地区が、火器を改良することができなかったか という問題につい

て、「チェースのテーゼ」(訳註:明 朝中国では、伝統的火器があまり有効

ではない対モンゴル戦争に重点がおかれたため、火器の発達が停滞 したと

いう仮説)に きちんと答え、それに論駁 しうるだろう、21、。チェースの著書

は、興味深く刺激的な理論を含んでいるものの、このことを解明できてい

ない。 さらに、チェースの研究は、アジアや世界の火器技術に関す る最近

の理解まではほとん ど達 していない。それは二次文献もそうだが、特に一

次史料について、資料の利用が限られているためである。

結局は史料が問題なのだ。私の研究では中国 ・ビルマ ・ヴェ トナム ・朝

鮮 ・日本 ・琉球の(後 の四つは古典漢文で記 されている)、 さらには翻訳

されたタイ語 ・オランダ語の、一次史料を利用する。それ らの中には、明

実録 ・清実録 ・朝鮮王朝実録など、膨大できわめて信頼 しうる史料が含ま

れ る。こうした史料はアジアにおける火器技術の研究とい う目的のために、

全体として体系的に用いられることはなかった。記録/文 献資料のほかに、

大量の考古資料(通 常の考古学や、水中考古学による発見物)も また利用

できる。加えて、多数の二次資料も利用 してゆく。方法論的には、通常の

文献研究に加 えて、「火器の時代」を明 らかにするため、資料が許すかぎ

り数量的手法も取 り入れてゆきたい。

最後に、そ して大事なこととして、筆者は次のことをぜひ希望する。国



別の研究はむろん重要であるが、アジア、特に中国 ・日本 ・朝鮮 ・東南ア

ジアの火器技術について、集合的 ・共同的な、国境を越えた研究が着手 さ

れなければならない。将来的にはアジアの火器技術の包括的な歴史が、異

なる国々の学者によって著されることが望まれるのである。
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